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  （百万円未満切捨て）

１．平成29年２月期第２四半期の連結業績（平成28年３月１日～平成28年８月31日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

29年２月期第２四半期 71,249 △2.5 2,925 △4.4 3,031 △6.7 1,496 △19.2 

28年２月期第２四半期 73,103 △5.2 3,060 △9.5 3,250 △10.9 1,851 △10.7 
 
（注）包括利益 29年２月期第２四半期 1,443 百万円 (△21.7％）   28年２月期第２四半期 1,843 百万円 （△10.1％） 

 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

29年２月期第２四半期 39.10 39.03 

28年２月期第２四半期 48.42 48.34 

 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 

  百万円 百万円 ％ 

29年２月期第２四半期 88,575 64,675 72.8 

28年２月期 89,579 64,379 71.6 
 
（参考）自己資本 29年２月期第２四半期 64,455 百万円   28年２月期 64,138 百万円 

 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

28年２月期 － 30.00 － 30.00 60.00 

29年２月期 － 30.00       

29年２月期（予想）     － 30.00 60.00 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無 

 

 

３．平成29年２月期の連結業績予想（平成28年３月１日～平成29年２月28日） 

  （％表示は、対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 142,800 △2.1 7,500 15.6 7,800 16.1 4,300 18.4 112.32 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：有 

 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動              ：無 

（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 

新規  －社  （社名）、除外  －社  （社名） 

 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有 

(注)詳細は、添付資料P.４「２.サマリー情報(注記事項)に関する事項(２)四半期連結財務諸表の作成に特有の

会計処理の適用」をご覧下さい。 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有 

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無 

③  会計上の見積りの変更                        ：無 

④  修正再表示                                  ：無 

(注)「企業結合に関する会計基準等の適用」及び「有形固定資産の減価償却方法の変更」に該当します。詳細

は、添付資料P.４「２.サマリー情報(注記事項)に関する事項(３)会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修

正再表示」をご覧下さい。 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 29年２月期２Ｑ 44,392,680 株 28年２月期 44,392,680 株 

②  期末自己株式数 29年２月期２Ｑ 6,103,606 株 28年２月期 6,125,906 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 29年２月期２Ｑ 38,277,802 株 28年２月期２Ｑ 38,242,193 株 

 

 
 

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であります。なお、この四半期決算短

信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

 

※  四半期決算補足説明資料の入手方法について 

・四半期決算補足説明資料は、平成28年10月14日(金)に当社ホームページに掲載いたします。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）連結経営成績に関する説明 
 

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境が改善する中、緩やかな回復基調が続いてい

るものの、企業収益の改善や個人消費に停滞感がみられる他、海外経済の下振れリスク等もあり、先行き不透明な

状況で推移いたしました。 

 当外食産業におきましては、個人消費の回復に足踏みがみられる中、労働力不足による人件費の上昇等から引

き続き厳しい事業環境が続きました。 

 このような状況の中、当社グループにおきましては、商品力の強化、効果的な販売促進活動の展開、店舗のＱＳ

Ｃ(品質、接客、清潔感)向上に努めると共に、収益力の向上、フランチャイズ展開の推進を図り、さらなる事業基

盤の強化に注力しました。 

 以上の結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は、712億49百万円(前年同期比2.5％減)、営業利益は29億25百

万円(前年同期比4.4％減)、経常利益は30億31百万円(前年同期比6.7％減)、親会社株主に帰属する四半期純利益は

14億96百万円(前年同期比19.2％減)となりました。売上高につきましては、既存店売上高が前年同期実績を下回っ

たこと、直営店の加盟店への移管が進んだことが要因で前年同期実績を下回りました。営業利益につきましては、

仕入れコストの改善や広告宣伝費の減少があったものの、既存店売上高の減少や人件費の上昇等により、前年同期

実績を下回りました。経常利益及び親会社株主に帰属する四半期純利益につきましては、前述の影響に加え、税制

改正等による法人税等の増加により、前年同期実績を下回りました。 

 

［国内における店舗展開の状況］

 
前連結会計 
年度末 

新規出店 退店 
当第２四半期 

連結累計期間末 
改装・移転 

ほっともっと 2,689店 39店 77店 2,651店 86店 

やよい軒 297店 16店 3店 310店 10店 

ＭＫレストラン 30店 1店 ― 31店 3店 

合計 3,016店 56店 80店 2,992店 99店 

(注)「ほっともっと」には、「BizLunch(ビズランチ)」13店舗を含みます。

 

［海外における店舗展開の状況］ 

  展開エリア 
前連結会計 

年度末 
新規出店 退店 

当第2四半期 

連結累計期間末 

ほっともっと 
中国 5店 ― 2店 3店 

韓国 3店 1店 ― 4店 

やよい軒 

タイ 142店 8店 ― 150店 

シンガポール 6店 1店 ― 7店 

オーストラリア 2店 ― ― 2店 

台湾 5店 2店 ― 7店 

米国 ― 1店 ― 1店 

合計 ― 163店 13店 2店 174店 

(注)連結子会社Plenus Global Pte.Ltd. が、フィリピン共和国内における「やよい軒」のエリアフラ

ンチャイズ契約を現地法人と締結し、平成28年9月16日に１号店をオープンしました。

 

 セグメントの業績は次のとおりであります。 

 

【ほっともっと事業】 

 人気No.１の“のり弁当”のおかずをパワーアップさせ、ボリュームを通常の約1.5倍に増量させた「ＢＩＧのり

弁」や、日本各地にある食文化や地域の特色を活かした「ご当地弁当」、曜日ごとにメニューが替わる、豊富なお

かずでお得な「日替わりランチ」等を発売し、幅広いお客様のニーズへの対応を図りました。また、子どもに人気

のキャラクターとタイアップしたキャンペーンや、特設webサイト上でお楽しみいただけるキャンペーン“お弁当

だらけの博覧会「ベンパク」”を開催し、より多くのお客様にご来店いただけるよう努めました。 

 一方で、収益力の一層の強化を図るため、コストの効率化を図ると共に、店舗の改装・移転を積極的に行い、不

採算店舗の早期退店も進めました。 
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 フランチャイズ展開につきましては、「ユニットＦＣ制度」を利用して、引き続き新規オーナーの獲得及び既存

オーナーの多店舗化に積極的に取り組みました。 

 しかしながら、既存店売上高は、前年同期比97.5％となりました。 

 以上の結果、売上高は、546億92百万円(前年同期比4.7％減）、営業利益は23億29百万円(前年同期比11.7％増)

となりました。売上高につきましては、既存店売上高が前年同期実績を下回ったこと、直営店の加盟店への移管が

進んだことが要因で前年同期実績を下回りましたが、営業利益につきましては、仕入れコストの改善や広告宣伝費

の減少等により、前年同期実績を上回りました。 

 

【やよい軒事業】 

 素材や手づくり感にこだわった定食メニューをお手頃な価格で提供することを基本に、郷土性や季節感を取り入

れた商品を適宜発売しました。また、４種のラインナップを揃えた厚切りカルビ焼肉の定食や、「やよい軒」の原

点である西洋料理店「彌生軒」の誕生から130年を記念して「ハヤシライス」等を発売し、幅広いお客様のニーズ

への対応を図りました。さらに、お客様に快適にご利用いただけるよう、店舗のＱＳＣ向上に努めると共に、テレ

ビＣＭの放映やディスカウントキャンペーンを効果的に実施し、お客様の来店促進を図りました。 

 フランチャイズ展開につきましては、「ユニットＦＣ制度」を利用して、引き続き新規オーナーの獲得に積極的

に取り組みました。 

 店舗展開につきましては、初めて北海道や長野県に出店する等、事業展開エリアを着実に広げております。 

 これらにより、既存店売上高は、前年同期比100.7％となりました。 

 以上の結果、売上高は148億63百万円(前年同期比6.1％増)、営業利益は5億17百万円(前年同期比42.8％減)とな

りました。売上高につきましては、新規出店により店舗数が増加したことが要因で、前年同期実績を上回りまし

た。営業利益につきましては、広告宣伝費の増加や人件費の上昇等により、前年同期実績を下回りました。 

 

【ＭＫレストラン事業】 

 豊富な具材と個性豊かなスープが選べる「ＭＫ鍋」に、季節限定のスープを加える等、商品力の強化に努めまし

た。また、本格飲茶やランチセットに加え、昨年より寿司の食べ放題を導入し、お客様の幅広いニーズへの対応を

図りました。加えて、店舗のＱＳＣ向上に努めると共に、テレビＣＭの放映やディスカウントキャンペーンを効果

的に実施し、お客様の来店促進を図りました。 

 店舗展開につきましては、新宿店に続く東京都内２店舗目として、「御徒町店」をオープンいたしました。今後

は、都市圏を中心に事業展開エリアを広げてまいります。 

 これらにより、既存店売上高は前年同期比101.4％と好調に推移しました。 

 以上の結果、売上高は16億93百万円(前年同期比0.4％減)、営業利益は１億25百万円(前年同期比11.7％減）とな

りました。売上高につきましては、既存店売上高は増加しましたが、本年４月に発生した熊本地震の影響による一

部店舗の休業等が要因で、前年同期実績を下回りました。営業利益につきましては、既存店売上高は増加したもの

の、イニシャルコストの増加や人件費の上昇等により、前年同期実績を下回りました。 

 

（２）連結財政状態に関する説明 
 
①資産、負債及び純資産の状況 

 当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ10億４百万円減少し、885億75百万円

となりました。内訳は、流動資産19億34百万円の減少、固定資産９億30百万円の増加であります。流動資産の減少

は、現金及び預金６億10百万円の減少、未収入金３億19百万円の減少、商品及び製品７億72百万円の減少などによ

るものです。また、固定資産の増加は、有形固定資産８億22百万円の増加、投資その他の資産１億29百万円の増加

などによるものです。 

 負債は、前連結会計年度末に比べ12億99百万円減少し、239億円となりました。内訳は、流動負債12億11百万円

の減少、固定負債87百万円の減少であります。流動負債の減少は、未払金９億円の減少、預り金４億21百万円の減

少などによるものです。固定負債の減少は、預り保証金１億75百万円の減少、資産除去債務１億32百万円の増加な

どによるものです。 

 純資産は、前連結会計年度末に比べ２億95百万円増加し、646億75百万円となりました。内訳は、利益剰余金が

親会社株主に帰属する四半期純利益により14億96百万円増加、剰余金の配当により11億48百万円減少したことなど

によるものです。 

 

②キャッシュ・フローの状況 

 当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)は、前連結会計年度末に比べ

16億10百万円減少し、152億16百万円となりました。 

 当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況は次のとおりであります。 
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(営業活動によるキャッシュ・フロー) 

 営業活動の結果得られた資金は、前第２四半期連結累計期間に比べ８億71百万円増加し、50億46百万円となりま

した。主な内訳は、税金等調整前四半期純利益26億66百万円、減価償却費24億89百万円であります。 

 

(投資活動によるキャッシュ・フロー) 

 投資活動の結果使用した資金は、前第２四半期連結累計期間に比べ５億82百万円減少し、46億27百万円となりま

した。主な内訳は、定期預金の預入による支出60億円及び払戻による収入60億円、有形固定資産の取得による支出

40億円、貸付による支出６億97百万円であります。 

 

(財務活動によるキャッシュ・フロー) 

 財務活動の結果使用した資金は、前第２四半期連結累計期間に比べ１億85百万円増加し、11億51百万円となりま

した。主な内訳は、配当金の支払いによる支出11億48百万円であります。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 
 
 平成29年２月期の業績予想につきましては、平成28年４月12日に公表しました数値から修正しております。詳細

は、本日開示しました「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 当第２四半期連結累計期間において、主要な関係会社の異動はありません。なお、当第１四半期連結会計期間に

おいて、Plenus Global Pte.Ltd.(シンガポール)は、重要性が増したため、連結の範囲に含めております。

 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しており

ます。

 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更

（企業結合に関する会計基準等の適用） 

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関する会計基準」

（企業会計基準第22号 平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年

９月13日）等を当第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株

主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第２四半期連結累計期間及び前連結

会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

 

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用） 

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応報

告第32号 平成28年６月17日）を当第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附属設

備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

なお、この変更による当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影

響は軽微であります。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    (単位：百万円) 

  前連結会計年度 
(平成28年２月29日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成28年８月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 23,827 23,216 

受取手形及び売掛金 2,216 1,985 

商品及び製品 5,377 4,605 

原材料及び貯蔵品 48 46 

その他 3,019 2,687 

貸倒引当金 △67 △54 

流動資産合計 34,421 32,486 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 28,406 29,160 

その他（純額） 10,300 10,368 

有形固定資産合計 38,706 39,528 

無形固定資産 479 456 

投資その他の資産    

その他 15,999 16,143 

貸倒引当金 △26 △40 

投資その他の資産合計 15,973 16,103 

固定資産合計 55,158 56,088 

資産合計 89,579 88,575 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 5,441 5,676 

未払法人税等 1,372 1,276 

賞与引当金 323 503 

ポイント引当金 109 112 

株主優待引当金 148 69 

資産除去債務 96 14 

その他 9,290 7,917 

流動負債合計 16,782 15,570 

固定負債    

資産除去債務 4,643 4,776 

その他 3,773 3,553 

固定負債合計 8,417 8,329 

負債合計 25,200 23,900 
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    (単位：百万円) 

  前連結会計年度 
(平成28年２月29日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成28年８月31日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 3,461 3,461 

資本剰余金 4,888 4,877 

利益剰余金 67,685 68,008 

自己株式 △11,940 △11,897 

株主資本合計 64,095 64,449 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 7 9 

為替換算調整勘定 35 △3 

その他の包括利益累計額合計 43 5 

新株予約権 200 195 

非支配株主持分 41 24 

純資産合計 64,379 64,675 

負債純資産合計 89,579 88,575 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

    (単位：百万円) 

 
 前第２四半期連結累計期間 
(自  平成27年３月１日 

  至  平成27年８月31日) 

 当第２四半期連結累計期間 
(自  平成28年３月１日 
  至  平成28年８月31日) 

売上高 73,103 71,249 

売上原価 33,124 32,366 

売上総利益 39,979 38,883 

販売費及び一般管理費 36,919 35,958 

営業利益 3,060 2,925 

営業外収益    

受取利息 35 26 

受取配当金 3 2 

為替差益 38 - 

固定資産賃貸料 78 76 

持分法による投資利益 7 7 

その他 126 83 

営業外収益合計 290 197 

営業外費用    

固定資産賃貸費用 15 18 

為替差損 - 19 

貸倒引当金繰入額 - 13 

保険解約損 64 - 

その他 20 39 

営業外費用合計 99 90 

経常利益 3,250 3,031 

特別利益    

固定資産売却益 3 20 

災害見舞金受取額 - 2 

特別利益合計 3 23 

特別損失    

固定資産処分損 156 164 

減損損失 194 125 

災害義援金等 - 30 

災害による損失 - 22 

その他 13 46 

特別損失合計 364 389 

税金等調整前四半期純利益 2,889 2,666 

法人税等 1,060 1,181 

四半期純利益 1,829 1,484 

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △22 △11 

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,851 1,496 
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

    (単位：百万円) 

 
 前第２四半期連結累計期間 
(自  平成27年３月１日 

  至  平成27年８月31日) 

 当第２四半期連結累計期間 
(自  平成28年３月１日 
  至  平成28年８月31日) 

四半期純利益 1,829 1,484 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 9 1 

繰延ヘッジ損益 0 - 

為替換算調整勘定 3 △42 

その他の包括利益合計 14 △41 

四半期包括利益 1,843 1,443 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 1,864 1,460 

非支配株主に係る四半期包括利益 △20 △17 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    (単位：百万円) 

 
 前第２四半期連結累計期間 
(自  平成27年３月１日 

  至  平成27年８月31日) 

 当第２四半期連結累計期間 
(自  平成28年３月１日 
  至  平成28年８月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 2,889 2,666 

減価償却費 2,389 2,489 

減損損失 194 125 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △59 16 

賞与引当金の増減額（△は減少） 111 180 

ポイント引当金の増減額（△は減少） △2 2 

株主優待引当金の増減額（△は減少） △26 △79 

受取利息及び受取配当金 △38 △29 

持分法による投資損益（△は益） △7 △7 

為替差損益（△は益） △33 13 

有形及び無形固定資産処分損益（△は益） 152 144 

売上債権の増減額（△は増加） 109 229 

たな卸資産の増減額（△は増加） △694 770 

仕入債務の増減額（△は減少） 1,029 236 

その他 △1,629 △419 

小計 4,383 6,339 

利息及び配当金の受取額 23 30 

利息の支払額 △0 △0 

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △231 △1,323 

営業活動によるキャッシュ・フロー 4,174 5,046 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の預入による支出 △9,700 △6,000 

定期預金の払戻による収入 8,496 6,000 

有形固定資産の取得による支出 △3,576 △4,000 

有形固定資産の除却による支出 △175 △201 

有形固定資産の売却による収入 6 57 

無形固定資産の取得による支出 △38 △57 

貸付けによる支出 △275 △697 

貸付金の回収による収入 269 147 

差入保証金の差入による支出 △150 △230 

差入保証金の回収による収入 166 347 

関係会社株式の取得による支出 △306 - 

その他 74 7 

投資活動によるキャッシュ・フロー △5,209 △4,627 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

自己株式の取得による支出 △0 - 

配当金の支払額 △955 △1,148 

その他 △9 △3 

財務活動によるキャッシュ・フロー △965 △1,151 

現金及び現金同等物に係る換算差額 27 △13 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,973 △746 

現金及び現金同等物の期首残高 16,549 15,827 

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 - 136 

現金及び現金同等物の四半期末残高 14,576 15,216 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】 

Ⅰ  前第２四半期連結累計期間（自  平成27年３月１日  至  平成27年８月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 

（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）３  

ほっともっと
事業 

やよい軒事業 
ＭＫレスト 
ラン事業 

計 

売上高            

(1）外部顧客に対する売上高
（その他営業収入を含む） 

57,398 14,005 1,699 73,103 － 73,103 

(2）セグメント間の内部売上高
又は振替高 

－ － － － － － 

計 57,398 14,005 1,699 73,103 － 73,103 

セグメント利益 2,084 904 142 3,131 △71 3,060 

（注）１ 当社には、報告セグメントに含まれない事業セグメントはありません。 

２ セグメント利益の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。 

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

Ⅱ  当第２四半期連結累計期間（自  平成28年３月１日  至  平成28年８月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 

（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）３  

ほっともっと
事業 

やよい軒事業 
ＭＫレスト 
ラン事業 

計 

売上高            

(1）外部顧客に対する売上高
（その他営業収入を含む） 

54,692 14,863 1,693 71,249 - 71,249 

(2）セグメント間の内部売上高
又は振替高 

- - - - - - 

計 54,692 14,863 1,693 71,249 - 71,249 

セグメント利益 2,329 517 125 2,972 △46 2,925 

（注）１ 当社には、報告セグメントに含まれない事業セグメントはありません。 

２ セグメント利益の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。 

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

- 10 -

株式会社プレナス(9945)　平成29年２月期　第２四半期決算短信


